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平成２６年第９回仙北市教育委員会定例会会議録

１ 開会宣言 平成２６年６月２６日（木） 午後２時

２ 場 所 角館庁舎 西側庁舎２階 第４会議室

３ 出席委員

委員長 安部 哲男

委員長職務代理者 河原田 修

委員 佐久間健一

委員 坂本 佐穂

教育長 熊谷 徹

４ 出席した事務局職員

教育部長 羽川 茂幸

教育次長兼教育指導課長 田口桂一郎

教育次長兼教育総務課長 畠山 靖

生涯学習課長 成田 祐子

スポーツ振興課長 田口 幸栄

文化財課長 小松 誠一

国民文化祭推進室長 草彅 悟

教育指導課参事 齋藤 栄子

教育指導課参事兼北浦教育文化研究所長 浦山英一郎

教育指導課参事兼田沢湖学校給食センター所長 稲田 正之

教育指導課参事兼角館学校給食センター所長 千葉 幸仁

教育指導課参事兼西木学校給食センター所長 芳賀 京子

生涯学習課参事兼田沢湖公民館長 佐々木幸美

生涯学習課参事兼角館公民館長 草彅 正勝

生涯学習課参事兼西木公民館長 武藤真利子

生涯学習課参事兼学習資料館・イベント交流館長 鈴木 孝昭

生涯学習課参事兼市民会館・田沢湖図書館長 藤原 眞栄

文化財課参事 中村 和彦

文化財課参事兼角館町平福記念美術館長 長松谷 光

５ 議事

（１）議案審議

なし

（２）報告事項

なし



（安部委員長）

ただ今から平成２６年第９回仙北市教育委員会６月定例会を開催いたします。

それでは、次第により会議を進めさせていただきます。書記には高倉参事、栗原主査を任

命いたします。議事録署名は、佐久間委員、坂本委員にお願いいたします。前回会議録の承

認については、会議終了後にお願いいたします。

次に次第４、委員長挨拶ということになっておりますので、私から二つほど挨拶をさせて

いただきます。

一つ目は、中学校の総合体育大会が開催されまして、全ての日程が無事修了し、仙北市内

の各学校のそれぞれの部活動が、力を十分発揮して学校生活に良い思い出を感じ取っていた

だけたと思います。色々の中で課題といいますか、今後、教育委員会として考えなければい

けないと思ったことは、部活動のためではありませんけれども、選手の層の薄さといいます

か、３年生だけでなく、１年生までも選手として出なければいけないチームが続出してきて

いるということが課題としてあるのかなと思いました。ただそのために、合併を云々という

ことはありませんが、今後、教育委員会として考えていかなければと思っております。

二つ目は、先日、総務文教常任委員会がありまして、その後の懇親会の席でありましたが、

私に挨拶をしてほしいという話がありました。場違いかなと思いましたが、なかなか総務文

教常任委員の皆さんに、教育委員会について、ご理解を願う機会があまりなかったので、次

のことをお話させていただきました。教育委員会は、幅広い様々な業務を行っています。そ

うした業務の全てが「ふるさと教育」というキーワードで見てもらえれば、納得していただ

けるのではないかと思います。私達の仕事といえば、子どもから大人まで全ての市民の方々

にこの街の良さを知ってもらい、誇りと、自信を持っていただいて市民生活を送っていただ

けるお手伝い、これが一番大事なことだと思います。そういう観点でいくと、全ての業務が

皆納得してもらえるのかと思います。学校教育では、「ふるさと教育」は大変充実していると

思っております。自信を持っていれば、きっと良い市民として成長していくのではないかな

と思います。そのような話をさせていただきました。以上で私の挨拶といたします。

次に、次第の順序を変えさせていただいて「田沢湖再生クニマス里帰りプロジェクト事業」

について、企画政策課から説明をしたいというお話がありましたので、説明をお願いいたし

ます。

企画政策課の戸沢参事と藤原主査が、「あきた未来づくり協働プログラムの概要」と「田沢

湖クニマス未来館と田沢湖郷土史料館」について関係資料に基づき説明する。

（安部委員長）

大変ありがとうございました。よろしいですか。

（羽川部長）

これは検討してもらいたいということで、委員会で考え方を出してほしいということです

か。今日は説明だけだと思いますが、いつまで教育委員会で考え方を出せばよいのですか。

次回にでも文化財課を中心に、教育委員の方々と相談をして方向性を見つけて行かなければ

と 思います。



（安部委員長）

そのほかにまた委員会として検討させていただいて、今日出ない問題もあるかもしれませ

んので、私達の意見を申し上げさせてもらいます。そういうことでよろしいでしょうか。あ

りがとうございました。

―企画政策課職員２人退席―

次に５の教育長の事務報告についてお願いします。

（熊谷教育長）

先ほど委員長からお話がありました中学郡総合体育関係ですが、ご存じのように生保内中

学校が野球で残念ながら決勝で負けてしまいましたが、県大会出場であります。生保内中学

校剣道女子も団体優勝。角館中学校卓球部、男子団体優勝です。特に角中の男子卓球部は久

しぶりの優勝だそうです。

それでは、６月の教育委員会事務報告をさせていただきます。

５月３０日、平成２６年度仙北市芸術文化協会総会で会長、事務局長が替わりました。会

長が元野さんです。６月１日、フラワーロードの一斉植栽でございます。本年度は、花の市

も同時開催されました。６日、議会本会議が２７日までということでスタートしました。７

日、今も話題になりましたが鳴砂サミットＩＮたざわ湖が潟分校でありました。大変意義の

ある良い会だったと思っております。１５日、花葉館グラウンドゴルフ場開設１０周年記念

祝賀会がございました。１６日、１７日に一般質問がございました。１８日、議案質疑、常

任委員会でした。１９日、各常任委員会討論採決でした。昨日２５日が、予算常任委員会で

した。今日が教育委員会６月定例会でございます。２７日、議会最終日でございます。今後

の行事予定でございます。２９日、国民文化祭１００日前イベントでありますので、教育委

員の皆様にも参加いただければと思います。３０日、教育委員会７月定例会です。２、３、

７、８日と各学校、幼稚園、給食センター等の学校訪問になっておりますので、教育委員の

皆様には、よろしくお願いいたします。以上であります。

（熊谷教育長が、上記内容等について、資料に基づき報告する。）

（安部委員長）

教育長の事務報告が終わりました。ご質問はございませんか。

（佐久間委員）

議会一般質問の内容を、教育委員会の関係があったらお知らせください。

（羽川部長が、議会の一般質問と議案質疑の内容及び答弁要旨について説明する。）

（安部委員長）

ほかにご質問はございませんか。

私の方から、６月５日の仙北市特別支援教育サポート協議会というのは、どういう方々が

どのようなことを協議されたのですか。

（浦山北浦教育文化研究所長）

６月５日のサポート協議会につきましては、各関係団体からたくさんの方々から参加して

いただきました。南教育事務所の特別支援担当の方、県義務教育課の特別支援担当の方、子



育て推進課からも参りまして、特別支援体制の構築について、意見交換をして今後どのよう

な対応をしていくか等話し合っております。１回目ですので、この後も定期的に意見交換を

しながら、もっと早い段階から、就学後も継続してサポートしていけるような体制について

協議してございます。

（田口次長兼教育指導課長）

付け足しですけれども、この事業は昨年度から文部科学省から委託ということで２年目に

なります。仙北市特別支援教育サポート協議会は、その事業の一環として関連機関の横の繋

がりを強めて、相談体制を構築していこうという趣旨で開催されるものです。昨年度も２回

開催されています。

（安部委員長）

はいわかりました。ほかにご質問はございませんか。

―質問なし―

（安部委員長）

では、教育長の事務報告を承認することにいたします。

本日は議案審議がございませんので、その他に入ります。いじめ、不登校対策について報

告をお願いいたします。

（浦山北浦教育文化研究所長）

５月のいじめ、不登校についてご報告いたします。いじめについて４月に引き続き報告は

ございません。不登校の状況ですが、５月は小学校において２人、中学校６人合計８人です。

（安部委員長）

皆さん質問はないですか。

―質問なし―

（安部委員長）

引き続き、北浦教育研究所と各学校が連携をして、少しでも少なくなるよう努力をお願

いいたします。

会議録のホームページへの掲載内容についてお願いします。

（畠山次長兼教育総務課長）

資料をご覧ください。今回は４月定例会会議録のホームページ掲載案でございます。

―資料説明―

資料をご覧いただきまして来週いっぱいくらいまで、お気づきの点は、教育総務課までお

知らせください。

（安部委員長）

ほかにありませんか。

（浦山北浦教育文化研究所長）

「仙北市いじめ問題対策連絡協議会設置要綱（案）」というのを皆さんにお配りしています

が、委員の皆様には前回お配りをしていますが、こちらについて皆さんにご意見をいただけ

たらと思います。国でいじめ防止対策推進法というのが、平成２５年に成立いたしましてそ

れを受けて秋田県、仙北市、市内の全学校でいじめ防止法のための基本方針を策定しており

ます。この推進法を受けまして、学校、教育委員会、児童相談所、仙北警察署等の関係所の



連携を図り、いじめ防止等のための対策を総合的かつ効果的に推進するために、仙北市いじ

め問題対策連絡協議会を置きたいということでございます。具体的な協議内容につきまして

は、第２条にございます。

―「仙北市いじめ問題対策連絡協議会」説明―

（安部委員長）

これは予定としては、いつ頃から施行する予定ですか。

（浦山北浦教育文化研究所長）

こちらの要綱が決定しだいと考えております。

（畠山次長兼教育総務課長）

もしご意見がありましたら、来週いっぱいまでにお願いいたします。

次回の定例教育委員会ですけれども、７月３１日、木曜日、この場所でお願いしたいと思

います。

（安部委員長）

ほかにありませんか。

長い間ありがとうございました。それではこれで定例会を閉会いたします。

６ 閉会宣言 平成２６年６月２６日 午後３時３０分


